
 

本セミナーは、沖縄県農林水産部委託事業「県産野菜消費拡大による健康長寿地域づくり事業」を株式会社沖縄 TLOが受託し開催致します 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

琉球大学の研究プロジェクト「チャンプルースタディ®」（代表研究者：等々力英美先生）の 

研究成果を活用したビジネスモデル構築セミナーを開催します。 

ビジネスモデルキャンバスを活用したビジネスモデル構築にチャレンジしてみませんか？ 

野菜たっぷり健康生活を提案するビジネスや企画をお考えの皆さまへ 

 

ビジネスモデル構築 チャレンジセミナー 

参加無料 

 

【対象】 栄養士、調理師、野菜ソムリエ、食生活改善普及員、青果流通担当者 

お弁当・惣菜製造業、飲食事業者、民泊事業者、食品メーカーの企画担当者など 

【会場】 琉球大学 （西原町字千原 1番地） 

地域創生総合研究棟（1階） 

【定員】 40人 （先着順で受け付けます） 

ビジネスモデルキャンバスとは、組織や個人のビジネスモデルを分析し 描くための鍵と

なるツールです。本セミナーの実習では、ビジネスモデルキャンバスを活用し、チャンプ

ルースタディの研究成果を自身のビジネスに取り入れた新しい企画づくりにチャレンジ

していただきます。 

チャンプルースタディとは、「島ヤサイをはじめとした県産緑黄色野菜を主体とした伝統的な沖縄型食事は健康を改善する」こと

を科学的根拠のある結果を求めた食事介入研究です。 

当セミナーでは、チャンプルースタディの研究から得られた科学的根拠を用いた、健康的な野菜たっぷりの食生活を提案できる

新しいビジネスモデル構築に取り組むための発想法を、ビジネスモデルキャンバスを使って楽しく学びます。 

10/7 (金) 10:00～17:00  

講習Ⅰ 

 

科学的データに基づく「沖縄型食事」の有効性とその実証 

講習Ⅱ 

 

ビジネスモデル構築の基礎とキャンバス活用法 

講師：等々力 英美 氏（琉球大学熱帯生物圏研究センター 薬学博士） 

講師：小山 龍介 氏（株式会社ブルームコンセプト代表取締役） 

10:00～12:00 

13:00～15:00 

実習 

 

チャンプルースタディ活用の新ビジネスモデル構築チャレンジ 

講師：小山 龍介 氏 
15:10～17:00 

顧客にもたらす価値 顧客との関係 

チャネル 
収益の流れ 

主要リソース 

顧客 

コスト構造 

パートナー
との関係 

主要活動 

【内容】 



 

本セミナーは、沖縄県農林水産部委託事業「県産野菜消費拡大による健康長寿地域づくり事業」を株式会社沖縄 TLOが受託し開催致します 

 

                

ビジネスモデル構築 チャレンジセミナー 

<参加申込用紙>  
ふりがな  

① 参加者氏名  

② 会社名（所属） 

職業など 
 

③ 住所 
〒 

 

④ 電話番号  

⑤ FAX番号  

⑥ 連絡先 

（E-mailアドレス） 
 ＠ 

⑦ 参加目的  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】株式会社沖縄 TLO 

住所：西原町字千原 1番地 琉球大学産学官連携推進機構 3階 

T E L：098-895-1701 ／ FAX：098-993-7677 ／ e-mail：chample@okinawa-tlo.com 

 

お申込はこちらまで ⇨ FAX：０９８-９９３-７６７７ 

  

等々力 英美（とどりき ひでみ）氏 

琉球大学熱帯生物圏研究センター 薬学博士 

 
沖縄県産緑黄色野菜を主体とした伝統的食事パターンの特徴に着目して、その効果を無作為割付試験によって確か

める介入研究「チャンプルースタディ」の代表研究者。現在は「チャンプルースタディ」の食レシピを活用し、ソ

ーシャルマーケティング的手法を用いたポピュレーションアプローチによる食行動変容のための研究に取り組んで

いる。 

小山 龍介（こやま りゅうすけ）氏 

株式会社ブルームコンセプト 代表取締役 

 京都大学文学部哲学科美学美術史卒業。大手広告代理店勤務を経て、サンダーバード国際経営大学院で MBAを取

得。2010年、株式会社ブルームコンセプトを設立し、現職。翻訳を手がけた『ビジネスモデル・ジェネレーショ

ン』に基づくビジネスモデル構築ワークショップを実施、多くの企業で新商品、新規事業を考えるためのフレーム

ワークとして採用されている。 

 

【講師紹介】 

※番号のおかけ間違いにご注意ください 


